
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■特徴■ 

・水晶発振子やセラミック発振子の測定ができます（発振子により発振しない場合もあります）。 

・外部入力端子への入力で、周波数カウンタとして使用できます。 

・測定周波数レンジ：１Ｈｚ～５０ＭＨｚ （水晶発振回路は１ＭＨｚ～４５ＭＨｚ）自動レンジ切換え 

・５桁表示（例： ＊．＊＊＊ｋＨｚ、＊．＊＊＊＊ＭＨｚ、＊＊．＊＊＊ＭＨｚ）最小分解能１Ｈｚ 

・周波数オフセット機能付き：任意の周波数に設定可能（事前に測定した周波数をプラスマイナス設定可能） 

上記に加えて、プリセット値を用意（±４５５ｋＨｚ、±４．１９４３ＭＨｚ、±４．４３３６ＭＨｚ） 

・パワーセーブモード付き：入力が変化しない場合、約１５秒に１度だけ間欠表示します。 

・設定した機能（オフセット、パワーセーブ）は電源を切っても保持します。 

・電源：５．３V～６Ｖ（１．３ｍｍφＤＣジャック、または外部電源端子からの供給） 

★このキットは消費電流が９０ｍＡ以上になる場合があります。 

 レギュレータの定格から、７Ｖ以上のＡＣアダプタなどのご使用はお勧めできません。 

 （９ＶのＡＣアダプタを常時使用すると、発熱によりレギュレータが破損する事があります） 

 基板上は「５Ｖ～９Ｖ」の印刷がありますが、６Ｖ以上の電圧印加は短時間にしてください。 

 

 

 

 

■部品表■（値・表示はメーカーの都合により変更になる場合があります） 

部品 値 数 備考 

ＰＩＣマイコン PIC16F628A １ プログラム書き込み済み 

７セグメントＬＥＤ 5101AS ５ 赤色 LED 

ダイオード 1N4148 ４ 小信号用スイッチングダイオード 

トランジスタ S９０１８ １ 高周波用ＮＰＮトランジスタ 

トランジスタ S９０１４ １ スイッチング用ＮＰＮトランジスタ 

レギュレータ HT7550 １ 低ドロップ５V レギュレータ 

1/4W 抵抗 １ｋΩ ９ 表示「茶黒黒茶茶」 

1/4W 抵抗 １０ｋΩ ２ 表示「茶黒黒赤茶」 

1/4W 抵抗 １００ｋΩ １ 表示「茶黒黒橙茶」 

コンデンサ ２２ｐF ３ 表示「２２」 

コンデンサ １０００ｐF １ 表示「１０２」 

コンデンサ ０．１μF １ 表示「１０４」 

トリマコンデンサ  １ 黄色 クロック調整用 

水晶発振子 ２０MHｚ １ 表示「２０．０００」 

タクトスイッチ  １ 設定用スイッチ 

ＩＣソケット  １ １８ピン 

丸ピンソケット  １ ３ピン（測定用） 

ＤＣジャック  １ １．３ｍｍφ 

専用基板  １  

 

 

 

 

 

 

ＳａｉｎＳｍａｒｔ 

１Ｈｚ～５０ＭＨｚ ５桁表示  

水晶発振子周波数測定キット 



■製作■ 

・製作する前に部品が揃っているか確かめてください。（前ページ■部品表■参照） 

・背の低い部品から取り付けてください。 

・基板裏面の、部品から出た余分な足はニッパーなどで切り取ってください。 

・抵抗、コンデンサは基板の印刷に値を合わせて取り付けてください。 

（抵抗はテスタ等で値を確認する事をお勧めいたします） 

・ダイオードは極性があります。基板の白い帯表示にダイオードの黒帯を合わせて取り付けてください。 

・３本足のトランジスタ（９０１４、９０１８）レギュレータ（７５５０）は表示面（平面）を基板の表示に合 

わせて取り付けてください。 

・ＩＣソケットは基板の半円形の切り込み表示に合わせて取り付けてください。 

・ＩＣはピンが広がっていますので、ケガをしないように注意して幅をソケットに合わせて取り付けてください。 

・表示ＬＥＤはドット表示部分が下側になるように向きを揃えて取り付けてください。 

・黄色の「クロック調整用トリマコンデンサ」は、より正確な周波数測定器で校正できる場合以外は回さないで 

ください。 不用意に回すと動作しなくなることがあります。 

 

★抵抗、ダイオードの取り付け 

 １ｋΩ「色帯：茶黒黒茶茶」、１０ｋΩ「色帯：茶黒黒赤茶」、１００ｋΩ「色帯：茶黒黒橙茶」 

 １Ｓ４１４８は基板の白帯に部品の黒帯を合わせて取り付けてください。 

 
 

★コンデンサ、水晶発振子、丸ピンソケット、トリマコンデンサの取り付け 

 ２２ｐＦ「表記：２２」、１０００ｐＦ「表記：１０２」、０．１μＦ「表記：１０４」 

 水晶発振子、コンデンサに極性はありません。基板の穴に合わせて、方向は関係無く取り付けられます。 

 トリマコンデンサは基板の馬蹄形に合わせて取り付けてください。 

 丸ピンソケットは、取り付け時の極性はありませんが、使用時は右端がグランド（－）になります。 

 



★タクトスイッチ（設定用スイッチ）の加工 

 タクトスイッチは取り付け前に、ラジオペンチなどで足を真直に加工しておく事をお勧めいたします。 

 
 

★タクトスイッチ（設定用スイッチ）、ＩＣソケットの取り付け 

 タクトスイッチは、足幅の狭い辺が横になるように取り付けます。左右の極性などの違いはありません。 

 ＩＣソケットは凹型の切欠き（半円形あるいは角型）が、右側に位置するように取り付けます。 

 
 

★７セグメントＬＥＤ、ＤＣジャックの取り付け 

 ＤＣジャックは、差し込み口が基板外側を向くように取り付けます。 

7 セグメントＬＥＤは５個全てドット表示部が下側に位置するように取り付けます。 

 



★トランジスタ、レギュレータの取り付けと、ＰＩＣマイコンの挿入。 

 Ｓ９０１８（表記：９０１８）、Ｓ９０１４（表記：９０１４）、ＨＴ７５５０（表記：７５５０）を取り付け 

 ます。基板の印刷に合わせて取り付けてください。 

 このキットの部品の中では、比較的、熱に弱い部品ですので、素早く取り付けます。 

  

 ＰＩＣマイコンはソケットの切欠きに合わせるように右側に半円形の切欠きが位置するようにセットします。 

 足幅が広がっていますので取り付け前の準備として、ケガをしないように注意して机などの平面上に押し付け 

て矯正してください。 

全ての足が、曲がらないようにしっかり挿さっているか確認してください。 

正しくセットされていればＩＣソケットの上面とＰＩＣマイコンの底面は、ほぼ０距離になります。 

 
 

■基板説明■ 

 



■使い方■ 

・電源を入れます。 

基板上の１．３ｍｍφＤＣジャックに５．３Ｖ～６Ｖ程度の電源を接続します（センタープラス）。 

弊社ＡＣアダプタ（２．１ｍｍφ）をお使いの場合は２．１ｍｍφメス—１．３ｍｍφオス変換プラグを 

お使いください。下画像（通販コード：Ｃ－０００８８） 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＣアダプタをお使いの場合は６Ｖのものをお勧めいたします。 

            

 または、外部電源端子に外部電源５．３Ｖ～６Ｖ程度を接続します。 

 外部電源を使用する場合は、ＤＣジャックには何も挿さないでください。 

 注意：ＤＣジャックから電源を供給する場合、外部電源端子の「－」は回路のグランドから分離されます。 

    測定グランドとしてこの端子は使用できません。 

    測定グランドには「クリスタル接続端子」の右端を使用する必要があります。 

  

 ・ＤＣプラグを挿し込まない場合            ・ＤＣプラグを挿し込んだ場合 

  外部電源端子の－はＧＮＤに接続されます        外部電源端子の－はＧＮＤから切断されます 
  （外部電源を使用してください）                （外部電源は、つないだままでも切断状態になります） 

 

 

 

 

 

 

 

・電源を入れた状態では、右から２桁目のＬＥＤに「０」が表示されます。 

 この状態で水晶振動子やセラミック発振子を「クリスタル接続端子」にセットすると周波数が表示されます。 

 注意：水晶や発振子によっては発振しなかったり、オーバートーン水晶が基本波で表示される事があります。 

    また負荷容量内蔵型セラミック振動子は正しい周波数を表示しない場合や発振しない場合があります。 

 

・ＤＣジャックからの電源を使用している場合、外部から周波数信号を入力するには「クリスタル接続端子」の 

右端（グランド側）と「外部入力端子」を使用します。 

（外部から周波数信号を入力する場合は水晶発振子やセラミック振動子は接続しないでください） 

注意：外部入力レベルは＋２．５Ｖを中心に振幅する必要があります。また、外部入力は直接ＰＩＣマイコン 

に入力されますので、十分にインピーダンスが低く、Ｐ－Ｐ５Ｖの振幅がある信号源をお使いください。 

 

■外部入力レベル例■（振幅の中心は２．５Ｖ） 
周波数 波形 Ｐ－Ｐ電圧 

１Ｈｚ 正弦波 １．９Ｖ以上 

矩形波 １．８Ｖ以上 

１ＫＨｚ 正弦波 ２．２Ｖ以上 

矩形波 ２．１Ｖ以上 

２００ＫＨｚ 正弦波 ４．０Ｖ以上 

矩形波 ２．５Ｖ以上 

 

■表示とドット位置■レンジ、単位は下表からご判断ください。 
周波数レンジ 表示 ゲートタイム ドット表示 

０    ～ ９．９９９ｋＨｚ ＊．＊＊＊（最下桁非表示） １秒 点滅 

１０ｋＨｚ ～ ９９．９９ｋＨｚ ＊＊．＊＊＊ ０．５秒 点滅 

１００ｋＨｚ ～ ９９９．９ｋＨｚ ＊＊＊．＊＊ ０．２５秒 点滅 

１ＭＨｚ ～ ９．９９９ＭＨｚ ＊．＊＊＊＊ ０．２５秒 点滅なし 

１０ＭＨｚ ～    ５０ＭＨｚ ＊＊．＊＊＊ ０．２５秒 点滅なし 



■設定■ 

◎パワーセーブ、ノーパワーセーブの設定ができます。（出荷時：ノーパワーセーブ） 

 パワーセーブに設定すると、無信号時あるいは信号に変化が無い場合に１５秒に１回の間欠表示になります。 

◎周波数の「加算」「減算」「±０」のオフセット設定ができます。（出荷時：±０） 

 「プリセットされた数値」または「現在測定している数値」をオフセット値として加算減算し、表示ができ 

ます。 

 ◎設定した項目は電源を切っても保存されます。 

 

① 電源を入れた状態で「設定用スイッチ」を押すと「ＰＲＯＧ」表示になり、離すと設定モードに入ります。 

 この時、表示は「ＱＵＩＴ」に変化します。 

 

★ＰＲＯＧ（ＰｒｏＧ）表示 

                    
 

 

★ＱＵＩＴ（ｑｕｉｔ）表示  

 この状態で表示が点滅するまで「設定用スイッチ」を押し続けて離すと測定モードに戻ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



②前記ＱＵＩＴ表示から「設定用スイッチ（以下“スイッチ”と表記）を押して離す（以下“クリック”と表記） 

 とパワーセーブの設定になります。 

 出荷時の設定ではパワーセーブになっていません。 

 

 ★ＮＯＰＳＶ（ＮｏＰＳｖ）表示 Ｎｏ Ｐｏｗｅｒ Ｓａｖｅ 

  この状態で表示が点滅するまでスイッチを押し続けて離すと、パワーセーブ状態で測定モードに戻ります。 

 
 

 パワーセーブモードになっているかは再度設定モードに入り、パワーセーブの設定表示にしてみてください。 

 下記の表示が出れば現在パワーセーブ状態である事が確認できます。 

 

 ★ＰＳＡＶＥ（ＰＳＡｖＥ）表示 Ｐｏｗｅｒ Ｓａｖｅ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③前記パワーセーブ設定からスイッチをクリックすると「Ａｄｄ（加算）」表示になります。 

 

 ★Ａｄｄ表示 

 
 

 この状態で表示が点滅するまでスイッチを押し続けてから離すと、測定モードに戻りますが、直前に測定 

した 周波数を加算して表示するようになります（オフセット表示）。 

 例えば、１０ＭＨｚの水晶をチェックした状態のままでこの作業をすると、測定モードに戻った時には 

２０ＭＨｚを表示します。（１０ＭＨｚ＋１０ＭＨｚ＝２０ＭＨｚ） 

 

 オフセット表示を解除したい場合（測定結果そのままの、±０表示）は後述⑤の「ゼロ設定」をおこなってく 

ださい。 

 

 

④前記Ａｄｄ設定からスイッチをクリックすると、「Ｓｕｂ（減算）」表示になります。 

 

 ★Ｓｕｂ表示 

 
 

 この状態で表示が点滅するまでスイッチを押し続けてから離すと、測定モードに戻りますが、直前に測定 

した 周波数を減算して表示するようになります（オフセット表示）。 

 例えば、１０ＭＨｚの水晶をチェックした状態のままでこの作業をすると、測定モードに戻った時には 

０．０００ＭＨｚ近辺を表示します。（１０ＭＨｚ－１０ＭＨｚ＝０ＭＨｚ） 

（表示はチラつく事があります） 

 

 オフセット表示を解除したい場合（測定結果そのままの、±０表示）は後述⑤の「ゼロ設定」をおこなってく 

ださい。 



 

⑤前記Ｓｕｂ設定からスイッチをクリックすると「ＺＥｒｏ」表示になります。 

 ２Ｅｒｏに読めますが「ＺＥｒｏ（ＺＥＲＯ）」と読んでください。 

 

 ★ＺＥＲＯ（ＺＥｒｏ）表示 

 
 

 前述のオフセットを設定してある場合に、オフセットを０に戻す時に操作します。 

 この状態で表示が点滅するまでスイッチを押し続けてから離すと、測定モードに戻りますがオフセットが解除 

され±０の測定結果そのままが表示されるようになります。 

 

⑥前記ＺＥＲＯ設定からスイッチをクリックすると「ｔＡｂＬＥ」表示になります。 

 オフセットをあらかじめ設定された周波数から選びます。 

 

 ★ＴＡＢＬＥ（ｔＡｂＬＥ）表示 

 
 

 この状態で、表示が点滅するまでスイッチを押してから離すとオフセット周波数の選択になります。 

 最初に「４５５．００」が表示され、スイッチをクリックするたびに順次「３．９９９０」⇒ 

「４．１９４３」⇒「４．４３３６」⇒ 「１０．７００」⇒「４５５．００」と表示が繰り替えされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



★４５５ＫＨｚ表示 

 
 

 

★３．９９９０ＭＨｚ表示 

 
 

 

★４．１９４３ＭＨｚ表示 

 
 

 

 



 ★４．４３３６ＭＨｚ表示 

 
 

 

 ★１０．７００ＭＨｚ表示（使用できません＊後述） 

 
 

 

 

 

 

 各周波数表示の状態で表示が点滅するまでスイッチを押してから離すと「Ａｄｄ（加算）」表示になります。 

 その状態で表示が点滅するまでスイッチを押してから離すと、測定モードに戻りますが、測定結果に先ほど 

表示された周波数が加算されて表示されます。 

 

例えば１０ＭＨｚの水晶をチェックした状態のままでこの操作をおこない、４５５ＫＨｚをＡｄｄすると、 

測定モードに戻った時の値は１０．４５５ＭＨｚを表示します。 

 

 前記「Ａｄｄ表示」のままスイッチをクリックすると「Ｓｕｂ（減算）」表示になります。 

 その状態で表示が点滅するまでスイッチを押してから離すと、測定モードに戻りますが、測定結果に先ほど 

表示された周波数が減算されて表示されます。 

 

例えば１０ＭＨｚの水晶をチェックした状態のままでこの操作をおこない、４５５ＫＨｚをＳｕｂすると、 

測定モードに戻った時の値は９．５４５ＭＨｚ付近を表示します。 

（この例の場合は、桁が減るので最小桁が変動する場合があります） 

 

＊１０．７００ＭＨｚはＡｄｄ，Ｓｕｂの設定しようとしても測定モードに戻ってしまい、設定できません。 

メーカーからの入荷時の状態で、バグあるいは仕様だと思われます。 

 



⑦前記「ｔＡｂＬＥ」表示からスイッチをクリックすると「ｑｕｉｔ」表示になります。 

 

★ＱＵＩＴ（ｑｕｉｔ）表示  

 この状態で表示が点滅するまで「設定用スイッチ」を押し続けて離すと測定モードに戻ります。 

 設定は電源をＯＦＦにしても記憶したままになります。 

 
 

 

 

 

●設定モードでは、スイッチをクリックするたびに上記①～⑦を繰り替えし表示します。 

 測定モードに戻るにはＱＵＩＴ表示の状態で、点滅するまでスイッチを押し続けてください。 

 

 

 

 

 

このマニュアルは(株)秋月電子通商が独自に作成したものです。 

この資料に関しましてのメーカーへのお問い合わせはご遠慮ください。 

 

               (株)秋月電子通商 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


